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       グループホーム「ふる里の風」 

       株式会社ビレッジ・フィールド 

2024 年 7月 



グループホーム「ふる里の風」運営推進会議 

 

■参加者 

 高嶋 様（町内会長） 

 佐々 様（民生委員） 

中村 様（新庄地域包括支援センター） 

 太田 明憲（グループホーム「ふる里の風」管理者） 

 伊井 幸美（グループホーム「ふる里の風」介護支援専門員） 

 

■日時・場所 

 

 令和 6年 7月 24日(水)13：00～ グループホーム「ふる里の風」 

 

■目的 

 

 介護保険制度では、グループホーム（認知症対応型共同生活介護）等の地域密着型サ

ービス事業者に対して、概ね 2ヶ月毎に一度の運営推進会議の開催を義務付けられてい

ます。 

 

 この会議は事業所の運営を透明性のあるものにし、サービスの質の確保・向上を目指

していくことを目的としています。 

 

■報告内容 

 

1.活動報告 

 

2. ゲリラ豪雨（線状降水帯）、浸水対策に関して 

 

3. 感染症対策等に関して 

 

4. 現在の入居状況 

 

5. 次回開催日 

 

 



１．活動報告 

 

■4月 

① お花見 

・施設内でお花見です♪ 

お看取りをさせて頂いたご入居者様のご家族様より、 

毎年、自宅庭の桜を届けてくださいます。 

・日々、桜を眺めることができ、開花状況も楽しむことができ 

ました。 

・退去されてからも、変わらず繋がりを持ち続けられることは 

 非常に素晴らしいことです。 

 

② 施設内の危険個所の再点検 

4月となり、改めて施設内に危険な箇所はないか、職員で見直しました。 

トイレ内の三枚扉の重なる部分、確かに角があり転んだらケガに繋がる恐れがあ

ります。自分一人では気づかない、皆で確認し合うことからこそ様々な視点で見

ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 春の運動会 

   選手宣誓に始まり、玉入れ、物送り、熱戦！歓声！拍手！ 

   運動で疲れた体にフルーツサンドを召し上がられました☆ 

 

 

 

 

 

 

   

 



④ 避難訓練 

   備えあれば憂いなし。当日は夜勤時の火災を想定した避難訓練を実施 

   練習でできないことは本番では決してできません。 

   火災、地震、風水害、いつ、どのていど、どの職員と勤務、起こってみないと分

かりません。大切なことは、真剣に訓練、そして常に想定しながら日々の業務に

あたることです 

 

 

 

 

 

 

⑤ 新川神社春祭り「どべ」邪気払い 

ようやく少しずつですが、コロナ禍前の生活に戻ってきたと感じます       

地域との関わり、繋がりも少しずつ戻ってまいりました       

登場時、一瞬ビックリしましたが、最後には握手する仲に♪ 

  「病気平癒」身も心も健康になりますように      

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 健康と長寿を祈願して。久郷町獅子舞同好会による獅子舞披露 

獅子舞の登場に歓声子どもの踊りに笑顔笑顔      間近で見る獅子舞の迫力にびっ

くり      笛の音、太鼓の音、舞、五感全てで楽しまれました。 

「懐かしいわ～」「良いもん見させてもらった」 

素晴らしい舞の後は、皆さん頭を噛んでもらいました         

今年一年、健康に無事に過ごせますように       

※獅子舞演舞は富山新聞にも掲載されました。 

 

 

 

 

 



■5月 

① 開所 7周年 

 5月 1日、グループホーム「ふる里の風」開所 7周年を迎えました！ 

ご利用者の皆様、ご家族の皆様、地域の皆様、働いているスタッフ、大勢の方に支

えられて無事にこの日を迎えることが出来ました。 

本当にありがとうございます。 

お祝いとして、藤間流名取 藤間弥祢明様による日舞、こころじゅく和の笛 牧野

様による篠笛の演奏を披露していただきました。 

参加された皆様も、懐かしのメロディや美しい舞に笑顔に拍手にと、楽しそうに過

ごされました。 

引き続き皆様に愛される施設を目指して頑張って邁進いたしますので、どうぞ今後

ともよろしくお願いします！！ 

 

 

 

 

 

 

 

■その他 

 ・運動（機能訓練） 

  縦長通路を活かし、毎朝ラジオ体操の後、歩行訓練をおこなっています。 

  車椅子の方に対しては、四肢の運動・拘縮予防ストレッチ・マッサージ、またトイ

レ動作の維持のため立ち上がり訓練などを実施しています。 

また、午後からは全員揃って、上肢と下肢の運動を 20分間ほど行なっています。 

その他、個別運動や、エスカルゴ（座位式ペダル漕ぎ）などもおこなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ゲリラ豪雨（線状降水帯）、浸水対策に関して 

 

ここ数年、ゲリラ豪雨（線状降水帯）による道路の冠水、施設内への浸水リスクが高

まっています。※昨年度は、令和 5年 7月 13日ゲリラ豪雨 

昨年は浸水対策として、止水版や土嚢の設置。 

今年は、富山市の土嚢無料配布を活用し、新たに土嚢を 10個増やしました。 

 

 ※昨年の様子 

 

 

 

 

 

 

 

  

※今年の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 ➡土のう袋の増量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月 1日(月)6時頃の様子【道路の冠水】  →    6時 40分 



３．感染症対策等に関して 

 

1）感染症対策 

・手洗い、マスク、手すり等消毒、床消毒、加湿などの感染症対策は継続して 

 実施となります。 

 

 2）面会、外出等について 

 

○面会 

   ・原則予約制 

   ・マスク着用・検温実施は継続し、食堂および居室にて。 

○外部訪問に関して、ボランティアの受け入れを再開します 

 

○ご家族様との外出について、 

  ・事前予約制 

  ・外出先の確認 ※外食や人が密集しているところを避けて頂く 

   ☆外出機会を利用して、外食を楽しまれている方も増えています。 

○面会時間等 

 ・時間：25分 

 ・人数：2名以上可 

 

○外泊については、令和 5年末より再開 

 ※現在のところ外泊された方はおられません。 

 

●上記はマスク着用、消毒など基本的な感染対策を行った上での実施となります。 

  ●施設内で利用者、職員にコロナ陽性者が出た場合、またコロナ感染者増など感染

状況に応じて、臨機応変に対応をおこないます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．現在の入居状況 

 

18部屋満室となっております。 

 

※ご入居に関しまして、ご相談は随時受け付けております。 

ご希望の方がおられましたら、ご連絡頂けますと幸いです。 

 

施設内の見学、および施設内にてご説明をさせて頂きます。 

 また、ご家族様のご都合に応じて、ご自宅への訪問も対応いたします。 

 見学等については、土日祝ふくめ、365日対応しています。 

 

 

 

５．次回開催日 

 

令和 6年 8月予定 グループホーム「ふる里の風」にて 

 

 

地域密着型サービスの一部を担うものとして、地域の皆様、地域包括支援センター様に

ご協力いただきまして、より良いサービスを提供させていただきたい所存です。 

 

 

今後共何卒よろしくお願い申し上げます。 


